
  （単位：千円）

7,331,578 3,051,758

4,195,180 1,540,683

231,268 320,397

2,826,145 387,546

24,892 62,873

58,495 153,379

△ 4,403 488,319

4,454,945 98,558

2,305,279 2,993,011

583,110 803

39,420 2,852,772

50 31,594

99,437 107,840

43,487 6,044,770

1,539,772 5,830,208

15,443 100,000

959 1,195,000

13,990 1,195,000

493 4,535,208

2,134,222 119,225

1,026,504 4,415,983

40,000 3,255,320

993,786 1,160,663

66,427 △ 88,454

7,504 428,369

△ 516,824

5,741,753

11,786,523 11,786,523

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

車 両 運 搬 具

負     債     合     計

固 定 資 産

そ の 他

流 動 資 産

売 掛 金

未 払 消 費 税 等

流 動 負 債

未 払 金

そ の 他

退 職 給 付 引 当 金

再評価に係る繰延税金負債

貸 倒 引 当 金

株 主 資 本

有 形 固 定 資 産

構 築 物

建 物

そ の 他

固 定 負 債

機 械 装 置

買 掛 金

グ ル ー プ 預 け 金

現 金 及 び 預 金

未 払 費 用

賞 与 引 当 金

未 払 法 人 税 等

資 産 除 去 債 務

貯 蔵 品

貸 借 対 照 表
(2023年3月31日現在)

負    債  ・  純 資 産 の 部

科              目 金　   額

資　     産  　   の   　  部

科              目 金　   額

負債・純資産  合　  計

繰 延 税 金 資 産

純  資  産 　 合  　計

資     産     合     計

差 入 保 証 金 ・ 敷 金

その他有価証券評価差額金

土 地 再 評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等

そ の 他

繰 越 利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

投 資 有 価 証 券

別 途 積 立 金関 係 会 社 株 式

投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他 利 益 剰 余 金

水 道 施 設 利 用 権

工 具 ・ 器 具 ・ 備 品

ソ フ ト ウ ェ ア

資 本 金

資 本 剰 余 金

無 形 固 定 資 産

資 本 準 備 金

土 地

電 話 加 入 権



（単位：千円）

17,498,786

14,798,959

2,699,826

1,608,876

1,090,949

32,311

8,512 40,823

1,497 1,497

1,130,275

1,130,275

394,695

△ 8,855 385,839

744,436

(注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

損　益　計　算　書
（2022年4月1日から2023年3月31日まで）

科            目 金            額

そ の 他

当 期 純 利 益

売 上 高

売 上 原 価

販 売費及 び一 般管 理費

営 業 外 収 益

売 上 総 利 益

そ の 他

営 業 外 費 用

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額

経 常 利 益

営 業 利 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金

法人税、住民税及び事業税



個  別  注  記  表 

 

01. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１． 有価証券の評価基準および評価方法 

子会社株式及び関連会社株式 …………… 移動平均法による原価法 

その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの 

 …………… 決算期末日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定) 

市場価格のない株式等 …………… 移動平均法による原価法 

２． 棚卸資産の評価基準および評価方法 

評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)により評価しております。 

貯蔵品 …………… 最終仕入原価法 

３． 固定資産の減価償却方法 

(１) 有形固定資産 ……… 定額法 

(リース資産を除く) 

(２) 無形固定資産 ……… 定額法 

(リース資産を除く) なお、自社利用のソフトウエアの減価償却の方法については、

社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用して

おります。 

(３) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

 ……… リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法 

４． 引当金の計上基準 

(１) 貸倒引当金 ……… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般の債権につい 

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し

ております。 

(２) 賞与引当金 ……… 従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額のうち当 

事業年度に対応する額を計上しております。 

(３) 退職給付引当金 ……… 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退 

職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しておりま

す。 

① 退職給付見込み額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年

度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式

基準によっております。 

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理の方法 

過去勤務費用は発生事業年度から、数理計算上の差異は

発生の翌事業年度から、それぞれ発生時の従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定率法により、

費用処理することとしております。 



５． 収益及び費用の計上基準 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

………… 当事業年度に着手した工事契約の進捗部分について成果の

確実性が認められる工事については工事進行基準(工事の進

捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工事

完成基準を適用しております。 

６． その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

グループ通算制度の適用 

親会社を通算親法人とするグループ通算制度を適用しております。 


